
第２６５０例会 ２０２３．１２．１１ 

１２；３０ 点鐘 会長 小野克永君   司会進行 副幹事 佐藤敏明君 

ロータリソング「手に手つないで」   ソングリーダー 干川慎一郎君  

ゲスト 小山田佳代様、山浦詩織様、山崎大介様、小出浩様 

ルーチャイ・コルニカ様、全靖代様、市川樹里安様、市川和美様、穴澤怜久様 

穴澤覚様、伊藤瑠奈様、伊藤千草様、行田颯羽様、行田志津江様 

   

《会長あいさつ》 会長 小野克永君 

簡単なロータリーのお話 

世界に約 140万人いるロータリーの会員は、世界各地の課題に取り組むグロ

ーバルなネットワークを作っています。 

そんなロータリーも、最初は一人のアメリカ人のビジョンによって始まりま

した。その人の名はポール・ハリス。シカゴで弁護士として働いていたハリス

が、世界初のロータリークラブ（シカゴ・ロータリークラブ）設立したのは、

１９０５年２月２３日。今から１１８年前になります。さまざまな分野の職業

人が集まって知恵を寄せ合い、生涯にわたる友情を培うことのできる場をつく

ることが、ハリスの夢でした。 

ロータリーのコミットメント                                      

国際的な団体であるロータリーは、創設後、わずか１６年の間に６大陸へと広がりました。   

日本では 1920年（大正 9年）に初のロータリークラブ（東京ロータリークラブ）が設立されまし

た。創立以来、ロータリーは人道的奉仕にも活動を広げ、世界が直面する諸問題を解決するため

に、草の根の活動や国際的な取組みを行い、地球の隅々で活動しています。       
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ロータリーは大きな夢を掲げ、常に高い目標を掲げています。１９７９年にはフィリピンで６００

万人の子どもにポリオの予防接種を行うプロジェクトを開始し、これが世界的なポリオ根絶活動の

きっかけとなりました。野生型ポリオウイルを常在する国は、１９８８年の１２５カ国から、現在

はわずか２ヶ国に減っています。ロータリーは 1世紀以上にわたり、人と人とをつなげ、世界にイ

ンパクトをもたらしてきた団体です。 

当、軽井沢ロータリークラブもおかげ様で今期、創立６０周年を迎えることが出来ました歴史ある

クラブでございます。この歴史の中で、私の隣に座っております佐藤幹事も、実は、皆さんと同じ

派遣学生として高校生の時に、グアムへ行ってまいりました皆さんの大先輩でもあります。 

是非、皆さんも社会人になられましたら、軽井沢ロータリークラブに入会して頂き、一緒に活動を

しましょう！ 

《軽井沢高校長ご挨拶》小山田佳代様 

 この度、本校生徒 5名をグアム交換留学生として派遣頂けますこと、先ずは

感謝申し上げます。併せて長年に亘り図書の購入費の補助も頂いております。

今年度も本校で 17冊程購入させて頂きました。こちらの方も重ねまして御礼申

し上げます。 

 さてこのグアム交換留学事業に付きましてこのコロナ禍の中で 4年間、本事

業も中断していたとお聞きしています。この事業がまたここで再開されるとい

う事で、再びこの軽井沢高校にこの貴重な機会を与えて頂けます事、本当に嬉しく思っております。 

 高校生の今、外に、海外に目を向け自らの意思で様々な人と関わり、体験できるこのこのような機会

をロータリークラブ様の支援により頂戴できます事を、次の時代を担う生徒達が現代社会に求められる

資質、能力を育み大きな財産になることは間違いありません。ここにいる 5名は学校でも生徒会あるい

は部活動と積極的に高校生活を送っているメンバーです。現地でも主体的に関わり、豊かな経験をする

ことで行動力、責任、自己決定力、創造力と言ったものを育み、本校が目指す自立した子として今後の

高校生活にそれぞれ是非還元し、またその先に続く個人のウェルビーイングの実現に繋いでほしいと願

っております。生徒の皆さんは今回選ばれたことを誇りに思って、是非様々なことに果敢にチャレンジ

して沢山のものを吸収してください。結びに軽井沢ロータリークラブのそしてグアムと軽井沢高校生の

友情が絆が今後も末永く結ばれていくことをお祈りいたしまして、挨拶といたします。 

 

《幹事報告》幹事 佐藤学君 

★通信物＝①ROTARY MAGAZINE 12 月号 

 ②松本城 RCよりクラブ TEL/FAX変更のお知らせ 

 ③RIより「Rotary」誌（英文誌） 値上げのお知らせ 半期＝＄16 

 ④軽井沢西部小学校長田野公章様、東部小学校長川崎圭一様より 

  ロータリー文庫図書寄贈のお礼状 

 ⑤ANPI NEWS 2023冬号 ⑥軽井沢高原文庫 102号 

 ⑧RI日本事務局在団室 NEWS 12月号 12月のロータリーレート ＄1=￥147 

《出席委員会》 大工原巧君 

 

 

 

  会員数 本日出席 メイク 合計 出席率 訂正出席率 

12 月 11 日 36 25 0 25 69.44% 69.44% 



                                            金澤明美君    

★グアム派遣学生、保護者の皆様、校長先生、先生方の皆様歓迎…佐藤学君 

佐藤敏明君、佐藤好雄君、秋山貴史君、中沢雅子君、柳沢洋一君 

金澤明美君、袖山卓也君、金山城太郎君、尾沼好博君、佐藤一郎君 

今井亮君、古越道夫君、長岡秀秋君、福井英子君、横山繁君 

大工原巧君、西川眞司君、杁山恭弘君、丸山哲君干川慎一郎君 

 

《第 53回グアム派遣学生・保護者招待》 

国際奉仕委員長 金山城太郎君 

  グアム派遣学生決まりました。ここにいる 5名です。本当に素晴らしい 

生徒さん達で軽井沢高校の教育、そしてそれをきちっと自分達のまなびに活かし 

て生活しているんだなと思いました。グアムに派遣されれば自分達が面接のときにやりたいと言ったこ

と、是非ともそれを皆さんにフィードバックできるように学んできてもらえればなと、そして何より楽

しく生活してもらえればなと思います。 

 これから選ばれた 5人、一人ひとりに自分の思いとかスピーチをしてもらいたいと思ってますので宜

しくお願いします。 

 

軽井沢高校 2年 3組 小出浩君  

僕は小さい時から家族との海外旅行がとても

楽しく、印象的で外国の文化や言語に興味を持

つようになりました。そこで英語を上達させ外

国の友達が欲しいと思いました。今回のグアム

派遣でホームステイ先の交流やグアムの文化に

触れて、その魅力をグアムだけではなく日本と

の違いや共通点についても学びたいと思いまし

た。グアムに行ってやりやいことは英会話と部

活で、やっているバスケットボールを現地の人

と一緒にやりたいです。理由はスポーツをする

ことで多言語での交流ができ英語の上達と同時

にバスケットボールの技術も上達できると思っ

たからです。他にもホームステイ先での食事、

独自の会話、普段日本語で家族と会話していま

すが、違う環境、違う言語、これらを日常に触

れることで、自分が持っている英語力を向上で

きるからです。不安も多少ありますが部活動で

身に付いたコミュニケー

ション能力でフレンドリ

ーに会話できたらいいと

思います。そのために今

行われている英語の授業

だけでなく、自分でグア

ムについて学んだり、英会話を自主的に行うこ

とを心掛けます。帰国後はグアムで学んだ英語

力を生かして高校生のうちに英検 2級に挑戦

し、取得したいと考えています。英検のほかに

もトーイックにも挑戦して好スコアを目指し毎

日自主学習をしようと思います。 

 他にも英語だけではなく、僕は海外が好きな

ので色んな多言語に触れてまなび、外国の方と

の交流がしたいです。将来は自分で会社を作り

自分の企業の海外進出を目標に頑張りたいで

す。 

  

軽井沢高校 2年 1組 穴澤怜
り

久
く

君 

 私はグアムに行ってグアムの食文化に触れた

いと思いました。最近グアムの伝統料理サロマ

料理について調べてみて、日本だけでなく海外

に出て本場の味を感じたいと思いました。私は

料理したり食べる事が好

きなので、グアムに行っ

て実際に食べた料理の特

徴や歴史等を理解し、作

り方などを現地の人に聞



いて実際に自分でも作れるようになりたいと思

ってます。そのためにこれから英語の学習を積

極手に行っていきたいです。又グアムの方が日

本に来た時に自分が好きな蕎麦やてんぷら等の

日本の料理を味わってもらいたいと思ってま

す。食事を通して人と人が繋がれたらとても良

いなと思いました。私がグアムに行きたいと思

った理由はもう一つあって、もう一つが日本の

書道をグアムの人に知ってもらいたいと思って

います。私は小学校 3年生から現在まで約 8年

間書道をやっていて筆遣いや書き順等、少し難

しいですが一つの字に集中して向き合い、自分

の字を作るという、私はこの自分自身と向き合

うという時間が好きです。グアムに行った際は

実際に習字道具を持っていって現地で教えたい

です。日本の漢字の良さや自分だけの作品を作

るという楽しさって言うのが伝わったらいいな

と思います。自分もグアムについて深く学び、

そして日本の良さもグアムの方々に伝えて異な

る文化をお互い理解し、互いの国について楽し

く話せるようにしていきたいと思います。

 

軽井沢高校 2年 1組 伊藤瑠那さん 

 私は海外に行くことが初

めてなので、不安もありま

すが海外の文化を体験でき

ることがとてもうれしいで

す。今回の研修が私にとっ

て母語とは違う言語を経験

ができる貴重な機会です。なかでは自分の言葉

が伝わらないことが沢山あると思います。です

が、それを失敗とは思わず前向きにとらえ語学

力の向上を目指していきたいと考えています。

そして研修に向けて来年の 1月に英検２級を取

得したいです。私には 2つやりたいことがあり

ます。一つ目は日本の食文化を広めることで

す。日本には私達学生が守っていくべき文化が

沢山あります。例えばそれぞれの食材に意味が

込められたおせちや、一年の初めに食べる七草

がゆなど。その他にも様々な料理があります。

その中でも私が一番好きなのはお団子です。日

本ではお盆やお月見の際に作ることが多いもの

です。私が小さいころ祖母と一緒に作っていた

お団子は私の一番好きな日本食です。これは日

本食と言ってもおやつ感覚で食べることが主な

のですが、誰かと一緒に作りたいと考えていま

す。海外の味と組み合わせ、チョコレートをか

けてみたり日本で食べるようにきな粉やあんこ

を付けるなどして楽しく作りながら日本食に触

れてほしいです。2つ目は現地の方と沢山会話

をすることです。私はもともと会話を広げるこ

とが苦手で普段から人に頼ってしまう事があり

ました。ですが軽高に入り１年生の時から生徒

会に入りました。そこで多学年と交流する機会

が増え自然と色々な人と話せるようになりまし

た。それからアイザックに行って翻訳ツールを

使いながら英語で交流してみたり、スマホアプ

リを使って海外の方とチャットや電話を使って

会話してみたりしました。ここ 1年で自分から

話そうとする機会が増えました。今回の貴重な

経験を無駄にしないように自分から積極的に話

しかけることを意識して行きたいです。 

 

軽井沢高校 2年 2組 行田颯羽
そ う

君 

 僕が今回グアム派遣に参

加させて頂きたいと考えた

理由は僕の将来の夢と結び

つけ、夢の実現をさせたい

と考えているからです。僕

の夢と言うのは僕の会社を起業することです。

しかし、何の会社を起業したら良いのかいくら

考えても決まらず困っている時、グアム派遣の

話を聞き海外のスケールで色々なものを見たり

体験したいと考えました。なので今回のグアム

派遣の所信表明といたしましては、全力で楽し

みながら沢山の体験をし、見ることでグアム派

遣を有意義なものにしたいと考えています。 

 まだまだ英語の実力も足りずに、向こうで会

話することが困難になることが見受けられるん

ですけど、全力で努力して有意義なものにした

いと考えております。宜しくお願いします。 



軽井沢高校 2年 市川 樹里安
じ ゅ りあ ん

 祐次君 

 この度グアム派遣に私を選んで下さりありが

とうございます。私がグアムに行ってやりたい

ことは主に 2つあります。まず最初は多様文化

共同社会がどのように成り立っているのかを知

りたいです。いま日本では少子高齢化が進む

中、ほかの国から労働者を引き付けています。

その中で日本文化やほかの国の文化や宗教があ

たらないように進めて行くことが重要なものに

なっていきます。なので多数の文化が共同して

つくられているアメリカから

学んでいきたいと私は考えて

います。2つ目は私の英語力

を試すためです。私は英検 1

級を持っていてこれからも他

の試験を受けていくと考えていますが、私の英

語力が本当に国際的に伝えられるのかを知りた

いです。なので私はグアムに行って他の生徒や

教師、地域の人と会話をして自分の長所と短所

を知りたいと思います。

 

《保護者代表 ごあいさつ》行田志津江様 

4 年振りにグアム派遣が再開され、第 53回派遣生に選抜して頂きましてありがとう

ございました。子供たちはコロナ禍で様々な行事が縮小中止ばかりの学校生活を過ご

し、簡単に国外に行くというイメージも描けず無邪気に夢や希望を語れる情勢ではあ

りませんでした。そんな中、この子達は目標をもって一歩踏み出す幸せな機会を頂き

ました。 

 現地での出会い、経験を大切に感謝の気持ちを忘れず過ごしてほしいと思っています。そしていつか

こちらにいらっしゃる皆さんのように若い世代の夢を支えられるような大人になってほしいと願ってお

ります。最後になりましたが、当日までのご尽力に感謝いたしますとともに改めてどうぞよろしくお願

い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

《四つのテスト斉唱》 

                                                   点鐘   

 

 

 

 

2023年 12月 8日 

東京白金 RCクリスマス夜間例会 

小野克永会長出席  

 

 

 

 

 

 


